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第２回 小竹町水道事業運営審議会 会議録 

（公開用・詳細版） 
 

開催日時 令和７年８月２８日（木曜日）９時００分～１０時１０分 

開催場所 小竹町役場 ２階 多目的室 

出席者 

【委 員】出席委員：８名 

欠席委員：１名 

【事務局】上下水道課職員：４名 

配付資料 

 

資料１  水道料金の現状について 

資料２  財政シミュレーションについて 

その他  中間答申様式 
 

議事要旨 

１ 開会 

【会 長】皆さま、おはようございます。 

本日は、１名の委員さんが所要のためご欠席となっておりまして、ほかに１名の委員さん

の到着が遅れられておりますが、委員の皆様方の半数以上にご出席いただいておりますの

で、会議が成立いたします。 

それでは、定刻となりましたので、ただいまから「第２回小竹町水道事業運営審議会」を

開会いたします。審議に入ります前に、前回ご欠席の委員さんから一言ごあいさつをいた

だきたいと思います。 

（委員あいさつ） 

【会 長】傍聴についてお諮りしたいと思います。本日は傍聴者はいらっしゃらないとい

うことですが、いらっしゃる場合には、第１回審議会において、傍聴を認めるかどうかに

ついては、内容に応じて、その都度決定するということになっておりました。本日は、傍

聴の方はお見えになっておられないようにありますので、このまま進めたいと思います。

よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

審議事項に入る前に、第１回審議会で決定した審議スケジュールについて確認をしたいと思

います。今回の第２回審議会においては、事務局より詳細な財政予測について示していただ

き、料金改定の必要性の有無についての協議を行い、皆さんのご意見を集約いたします。そ

の結果を町長に中間答申を行うということのご了承を前回いただいておりました。というこ

とで、本日は料金改定の有無についての協議を行いたいと思います。よろしくお願いします。 
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２ 審議事項 

 ⑴ 水道料金の現状について 

【会 長】それでは、今日の次第に沿って進めてまいりたいと思います。では、まず「水道料

金の現状について」。こちらについて事務局から説明をお願いします。 

【事務局】こちらの資料では本町水道事業における用途別の使用状況、他自治体との水道料金

比較についてご説明いたします。 

１ページをお願いいたします。本町の水道料金体系についてです。こちらは第１回審議会に

おいてもお示した資料となります。本町では用途別に基本料金と従量料金を組み合わせた二

部料金制を採用しています。家庭用においては基本料金における基本水量は４㎥未満、４㎥

から１０㎥までと、二段階に設定しています。また、全体的な料金改定は平成元年度が最後

となっており、３５年以上改定は行われておりません。 

２ページをお願いいたします。用途別の契約件数についてです。令和７年４月分で約３，５

００件の契約がありますが、その内の９０％は家庭用での契約となっています。家庭用の次

に件数が多いのが、「その他」となり、約７％です。その他は家庭用、官公署用、工場用に分

類されないのものとなり、事業所や公民館等で使用されている用途となります。 

３ページをお願いいたします。用途別の使用水量についてです。令和７年４月分での使用水

量は約５２，０００㎥でしたが、その内の約７９％は家庭用となっています。 

前回の審議会において資料「水道事業の概要」の中でご説明しましたが、平成１２年に宅地

開発や小竹工業団地完成に伴う工場用水を見込み、第６次拡張事業を実施し、計画一日最大

給水量を増やしました。しかしながら、小竹工業団地での令和６年度の使用水量は１日計画

水量 1,500 ㎥に対して 5％未満の 66.7 ㎥となっています。 

４ページをお願いいたします。用途別料金調定額、料金収入についてです。令和 7 年 4 月分

では約 1,200 万円でしたが、その内の約 70％は家庭用となっています。工場用等で使用水量

の多い契約者が少ないため、町の人口減少は水道事業の給水収益（料金収入）に大きく影響

を及ぼします。 

５ページをお願いいたします。ここからは用途別の使用水量分布についてご説明いたします。

まずは家庭用となります。最初の料金体系の中で、家庭用の基本料金は 2 段階制を採用して

いるとご説明しましたが、3㎥までの 1段階目の基本料金に 18.5％の利用者、4 ㎥から 10㎥

までの２段階目の基本料金に 30％の利用者が分布しており、18.5％+30％で 48.5％の利用者

は超過料金が発生しない基本料金範囲内での利用となっています。11 ㎥から 20 ㎥の利用者

の割合が最も高く 33.3％となっており、基本料金の範囲と合わせると、全体の 80％以上は一

月あたりの使用水量は 20 ㎥以下の利用となっております。一世帯あたりの人数が少ないた

め、少ない水量の割合が高くなっていると考えられます。 

６ページをお願いいたします。次に官公署用の使用水量分布です。官公署用は主に町が管理

する施設で使用されている用途となります。官公署用では 20 ㎥までが基本水量となります

が、全体の 70％以上は超過料金が発生しない基本料金の範囲内となっています。最も使用水
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量が多い施設は町立病院となっています。 

７ページをお願いいたします。工場用の使用水量分布です。工場用では他の用途より多い 50

㎥までが基本水量となっています。全体の 50％は超過料金が発生しない 50 ㎥以下の基本料

金の範囲内となっています。300 ㎥以上の使用は 3 件のみとなっており、工場用においても

多くの水量を利用する方は少ない状況です。 

８ページをお願いいたします。その他の使用水量分布です。その他では 10㎥までが基本水量

となっています。全体の 73％は超過料金が発生しない基本料金の範囲内となっています。ま

た、その他には公民館や集合住宅の共用栓など使用水量が少ないものも含まれるため、0 ㎥

の割合が 35.8％と他の用途より高くなっています。使用水量が多い利用者は老人保健施設等

の施設が多く入っています。 

９ページをお願いいたします。県内自治体との家庭用の水道料金の比較になります。簡易水

道については自治体内で複数の料金体系を持つことがあるため、今回の比較からは除外して

います。６つの水量別の比較表を掲載しております。左から 3 ㎥、10 ㎥、20 ㎥、30 ㎥、40

㎥、50 ㎥となっています。本町の基本料金の 1段階目である 3㎥では県内 2位、基本料金の

2段階目である 10㎥では県内 17 位となっており、家庭用利用者数の約半数を占める 10 ㎥以

下の基本水量の範囲内では水道料金は県内では安い水準になります。超過料金の割合が多く

なる 20 ㎥以上となると、県内平均より若干高い水準となっています。 

資料１「水道料金の現状について」の説明は以上となります。 

 

【会 長】はい。どうもありがとうございました。ただいま、水道料金の現状について、説明

がなされました。今の説明に関しまして、委員の皆さま、ご意見等がありましたらお願いし

ます。 

【委 員】基本料金の範囲内ということで、使用水量が少ないということは、本町は一人住ま

いとか高齢者が多いからということですか。 

【事務局】一人暮らしの方が多いというのもあるでしょうし、家庭用で言いますと５ページの

資料で、水量が０トンの割合が 8.3％いらっしゃるんですけども、ご両親が町内に住まわれ

ていて、子どもさんが町内にいらっしゃる場合で、ご両親が施設に入所された場合など、契

約のみを残されることもあり、こういったことで０トンの割合も高くなっていると思われま

す。一人暮らしの場合でも、３トンに収めるとなると節水をする必要がありますが１０トン

以内に収まっているような状況もあります。２人以上などご家族が増えてきますと、使用水

量が増えて１０トンを超えて使用する状況にあると思われます。 

【事務局】使用水量の目安として補足しますと、お一人が１日に使う水量の目安としましては

おおよそ 250 リッター程度であろうと言われます。それをひと月 30日で計算しますと、7.5

トン程度になるかと思われます。お風呂を貯めますと、大体４日から５日で１トンになりま

す。あくまでも目安ですが。 
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【会 長】ありがとうございます。7ページの工場用の水量の水量分布というのがあるんです

が、この数字っていうのは、やっぱりこの工場の用途というか、どういう形態かということ

で大きく違ってくるんでしょうか。 

【事務局】工場の規模もありますが、業種によって水量は大きく変わってきます。工場を運用

する上で水をたくさん使う企業においては、300 トン以上の枠に入るかと思っております。 

【会 長】あと、９ページの比較のところの確認なんですけれども、１０立米より少ないとこ

ろだと安いと。現状は基本料金に近いところっていうのは県内平均と比べても安いというこ

とですね。 

【事務局】そうですね。本町の基本料金の 10 立米、30立米でみると県内平均よりも、また順

位としても、この区分に関しては安い方の水準に入っていると思っております。 

 

⑵ 財政シミュレーションについて 

【会 長】では事務局の説明をお願いします。 

【事務局】こちらの資料では今後１０年間の財政状況についてご説明いたします。 

１ページをお願いいたします。こちらは第 1 回審議会においてもお示しした資金残高の状況

の資料になります。資金残高は収益的収支での純損失の発生、資本的収支への補填を行うた

め、近年減少を続けています。さらに令和６年度以降の収益的収支の状況悪化により、資金

残高は急速な減少が見込まれ、令和８年度には資金残高がマイナス（資金が枯渇）すること

が予測されます。今回のシミュレーションではこの内容について、より詳細にご説明をいた

します。 

２ページをお願いいたします。シミュレーション結果はＡ３サイズの分をご覧になりながら、

ご確認をお願いいたします。今回シミュレーションを行ったのは令和７年度から令和１６年

度までの１０年間となります。表の縦の赤線の左側は令和５年度及び６年度の数値となり、

こちらの二か年については決算の実績の数値となります。令和７年度以降については後程ご

説明する算出根拠に基づき、数値を試算しております。財政シミュレーションに記載してい

る４つの表について、ご説明いたします。一番上の表は収益的収支の表となり、単年度の黒

字・赤字等の経営状況を把握するものです。２つ目の３行ある表は、有収水量・供給単価・

給水原価の推移の表となります。３つ目の表は資本的収支の表となり、企業債や施設を更新

するための費用である建設改良費についての収支をあらわすものです。一番下は資金残高と

企業債残高の推移の表となります。 

それぞれの表の内容と算出根拠についてご説明いたします。３ページをお願いいたします。

３ページ以降は主な数値の算出根拠について記載しています。Ａ３サイズの表と一緒にご確

認をお願いします。シミュレーション結果の収益的収支の表ではまず収益的収入について記

載しています。収入の大部分は水道料金収入となります。料金収入の算出については、国が

示している経営戦略策定マニュアルで示されている「有収水量×供給単価」による算出する
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方法を採用しています。有収水量とは「料金徴収の対象となる水の量、契約者が使用した水

の量」となります。供給単価は「有収水量１㎥あたりの収益」となるため、この２つを乗じ

ると、年間の料金収入を計算することができます。まず、各年度の給水人口が必要となりま

すが、こちらは社人研が公表している本町の人口推計を使用して推計しました。給水人口１

人当たりの有収水量、１人当たりが使用している水の量については、令和２年度から令和６

年度の平均で算出しました。人口推計から推計した給水人口に５年平均の一人当たりの有収

水量を乗じることで年間の有収水量を算出することができます。それに乗じる供給単価につ

いては、平成２７年度から令和６年度までの１０年間の最低供給単価を採用しています。 

以上の算出根拠に基づき算出した料金収入ですが、町の人口減少に比例して減少することか

ら、令和６年度は約 141,100 千円が令和１６年度には 114,077 千円まで 27,000 千円減少する

見込みです。次に収益的支出の営業費用の中の職員給与費についてですが、現在在籍してい

る職員の１０年間の昇給・昇格を見込んで、算出をしています。その下の経費については、

委託料や修繕費等の費用が含まれている項目になります。まず、委託料についてですが、配

水給水費での委託料として、毎年計上する委託料とは別に県から作成が求められている各種

計画の内、作成が必須となる施設台帳作成費用を令和９年度に 22,000 千円計上しています。

原水浄水費においては、浄水場の運転を包括して行う業務委託を令和７年度から令和９年度

までの３年契約を現在締結しています。令和１０年度以降については、３年間の費用の平均

額で計上しています。経費の中に含まれる修繕費についてですが、配水給水費に関しては、

施設修繕と量水器（水道メーター）取替で 14,400 千円と 3,300 千円をそれぞれ定額で計上し

ています。原水浄水費については包括委託業者が対応する分を定額で 6,000 千円、その他の

修繕については計画に基づき年度ごとに計上しています。収益的収入支出の中の主なものに

ついての算出根拠のご説明をしましたが、すべての収入と費用において、算出根拠を作成し

て計算をしております。計算の結果が、当年度純利益（純損失）として収益的収支の一番下

の行に記載しています。後ほど改めて分析結果はご説明いたしますが、収益が減少し、費用

が増大していくため、純損失額が継続して発生し、その額は年々増加する見込みです。 

次に有収水量、供給単価、給水原価の表です。有収水量は先ほど料金収入の時にご説明した

人口推計等を使用する算出根拠で計算しています。町の人口減少に比例して減少が継続して

います。供給単価は令和６年度以前の１０年間で最低単価を採用しているため、７年度以降

は同額の 214.21 円となっています。給水原価は１㎥を給水するために必要な費用ですが、有

収水量は減少し、費用は増加しているため、１㎥あたりの費用は令和１６年度には令和６年

度と比較して 1.6 倍になる見込みです。 

次に資本的収支の表です。この表では企業債や施設の更新を行う建設改良費を計上する収支

になります。建設改良費の算出方法についてです。配水給水については布設替として毎年

1,100 千円を計上しています。それとは別枠で今年度７月に漏水事故が発生した御徳橋と鴻

ノ巣橋に添架している水道管を令和８年度から令和１１年度の４年間で更新する費用２億円

強を盛り込んでいます。原水浄水に関するものについては、優先度を考慮して年度ごとに計

上しています。また、水道水を作るためには川から水を取る必要がありますが、そのために
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水利権と呼ばれる権利が必要となります。水利権は１０年ごとに更新が必要であるため、水

利権の更新費用を令和８年度に計上しています。建設改良費については基本的に企業債を充

てる計画のため、収入として企業債を計上しています。 

最後に一番下の表が資金残高と企業債残高になります。資金残高については前回の審議会の

中でご説明しました収益的収支で発生した純利益を積み立てた利益剰余金と現金が動かない

収益・費用から算出する損益勘定留保資金を合計したものとなります。純損失の発生と資本

的収支を補てんするために急速に減少し、令和８年度には資金残高がマイナスとなり、資金

が枯渇する見込みです。 

５ページをお願いいたします。ここからはシミュレーションの分析となります。まず、令和

６年度から令和７年度に純損失が急激に増加する要因についてです。令和６年度は 12,000 千

円の純損失が発生しましたが、令和７年度には 33,000 千円の純損失が発生する見込みです。

その要因の一つ目は浄水場包括運転委託の開始です。水道事業における費用と安全性のバラ

ンスは、持続可能な水道サービス提供のために非常に重要であり、安全な水を安定的に供給

し続けるには、適切な費用をかけて施設を管理する必要があります。本町では浄水場を２４

時間３６５日安定して運転していくために、令和７年度から包括運転委託を開始しました。

様々な状況に対応できる体制とはなりましたが、費用は令和６年度と比較して増加していま

す。二つ目の要因は人件費の増加です。上下水道課長の人件費は令和 6 年度まで下水道事業

で全額支出していましたが、令和 7 年度より半分を水道事業で負担することになりました。

また、人事院勧告により職員の人件費も全体的に増加しています。三つ目の要因は漏水調査

の実施です。漏水を放置することはお金を掛けて作った水を流している状態であるため、定

期的に漏水調査を委託して実施しています。令和７年度は漏水調査を実施予定であるため、

その分の費用が増加しています。これらの３つの要因が主なものとなりますが、各費用にお

いて物価上昇・人件費上昇により上昇傾向にあるため、それらを積み重なった影響もありま

す。 

６ページをお願いいたします。次は令和８年度以降、経営状況の悪化が続く要因についてで

す。一つ目の要因は料金収入の減少です。町人口の減少が予測されているため、料金収入は

令和６年度と比較して令和１６年度は約 27,000 千円の減少が見込まれます。二つ目の要因は

減価償却費の増加です。更新が必要な施設は減価償却が終わった施設ばかりであり、その施

設を更新すると減価償却が新たに始まるため、減価償却費が増加します。令和６年度と比較

して令和１６年度は 14,000 千円の増加が見込まれます。三つ目の要因は支払利息の増加で

す。施設の更新には企業債を利用しますが、企業債には元金に応じて一定の率の利息の支払

が必要となります。施設の更新を行っていくため、令和６年度と比較して令和１６年度は

6,000 千円の増加が見込まれます。これらの３つの要因は現在の状況では年度が進むにつれ

て額が大きくなるため、経営状況の悪化が継続していきます。 

７ページをお願いいたします。ここでは今までに取り組んできた方策についてご説明いたし

ます。一つ目が収納対策の取組です。使用した水の水道料金をしっかりと徴収することは、

経営にはもちろんのこと、さらには利用者間の公平さを保つためにも重要です。本町では徴
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収率を９８％以上となるように、少数体制で取り組みを行ってきました。今後もより一層徴

収率を高めるための取組を継続していきます。二つ目が他の工事（道路工事や下水道工事）

に伴い発生する水道管を移設する工事（受託工事）の際に正当な経費を受領できるよう、平

成２５年度に受託工事に関する規程を作成し、受託工事を行ってきました。過去５年の状況

を記載していますが、受託工事収益と受託工事費用の差額が水道事業での利益となっていま

す。 

８ページをお願いします。三つ目は配水管布設替による漏水削減です。平成２９年度から起

債を用いて毎年度配水管布設替を行っていますが、漏水件数を減少することができています。 

９ページをお願いします。今後検討する方策について記載しています。一つ目は人件費の削

減についてです。令和２年度に水道事務係の職員数を１名減少させ、現在は以下の体制で行

っています。必要最低限の人数で行っているため、これ以上の人数の削減は難しいです。ま

た、賃上げが進んでいる状況でもあるため、人件費の削減は非常に難しい状況です。二つ目

は水道料金の請求を毎月から２か月に１回への変更です。現在は毎月水道料金の請求を行っ

ていますが、請求を２か月に１回に変更すると、約８０万円の費用を削減することができま

す。削減額の内訳についてはまとめてありますが、郵便料金と金融機関やコンビニに支払う

収納手数料での削減額が多くなっています。しかしながら、1 回あたりの利用者負担額が増

えるため、口座引落不能件数の増加など料金収納事務に大きく影響を及ぼす可能性がありま

す。資料２についての説明は以上となります。 

【会 長】ありがとうございました。ただいま事務局から説明をいただきました。非常に厳し

い状況が見てとれると思いますが、ただいまの説明に関しまして、委員の皆様からのご意見

がございましたら、お願いしたいと思います。 

【委 員】令和６年度から令和７年度にかけて、経費で約 4,000 万近く上がっている分につい

ては、メインはやっぱり浄水場の包括委託ですよね。 

【事務局】費用の点でご説明をさせていただきますが、確かに経費で見ると、7,700 万円ほど

だったのが、1億 4,400 万円になっております。令和６年度は浄水場を、直接運営しており

ましたので、浄水場の運転員さんの人件費が上段の職員給与費に含まれております。令和７

年度になりますと、浄水所の運転員さんにつきましては、その包括委託の業者さんの方で雇

用している状況になりますので、職員給与費はその分減少しております。ただその運転委託

の分が丸々増えるということではなく、給与費が減っている分もあります。ただ、全体的な

費用で見ると大きいのですが、包括運転委託をすることで、これまでできていなかった浄水

対応や、リスク管理につきましても可能になっています。実際、運転員さんの体調不良時な

ど、委託業者の方で人員を手配していただくなど、いざという時のリスク管理上、包括運転

委託は実施した価値があると認識しております。 

【委 員】給水人口一人当たりの有収水量について、２年度から６年度までの平均で算出され

ています。今、下水道事業が徐々に進んでいます。それで、下水道が完備されるにつれて、
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各家庭での使用水量というのは増えていくんじゃないかなと思うんですが、そのあたりはど

うでしょうか。 

【事務局】それまで汲み取りであった分が下水道に切り替わって、水洗化した家庭が増えてく

ると、その分で増える水量はあると思っております。ただ、下水道を普及したい大口の、例

えば集合住宅などにつなげた場合になりますと、もともとが浄化槽となっておりますので、

下水道に切り替えても使う水の量としては、もともと水洗であるので変わりません。影響と

してはあると思われますが、有収水量に反映するまでの、大きく改善するような影響はない

と思っております。 

 

⑶ 中間答申について 

【会 長】それではこれまでの水道料金の現状、それから財政シミュレーションについて見て

いただきましたが、これに基づきまして、中間答申という形になるかと思います。こちらに

ついて、まず事務局からご説明があればお願いします。 

【事務局】今回の審議でお願いしておりました、これまでの審議内容の取りまとめということ

ですが、現状の水道料金の水準が、水道利用の状況や財政状況を見た上で、適当かどうかと

いうところをまずご判断いただきたいと思います。そのうえで、水道料金を今後どのように

この審議会で取り扱って審議していくのかということについても併せて中間答申をお願いし

たいと考えております。ただ、どういった形式のものになるのかというところが少し分かり

にくいかもしれませんので、今、答申の内容を外したもの、様式ですが、ある程度揃えまし

て用意させていただいております。もしよろしければ、お示しさせていただきますが、いか

がでしょうか。 

【会 長】様式的なものが準備されていますなら、それを配付していただいてもよろしいでし

ょうか。最初に申しましたように、料金改定の必要性の部分について、今回協議をすること

になっておりますので、それが中間答申に反映されるということです。委員の方々からどう

いう方向でいったらいいのかということ、料金改定をするべきなのか、現状でそのままいく

のかということを委員の皆さんにお考えをお聞きしたいと思っております。じゃあ、まずこ

の様式の方を説明していただければ。 

【事務局】案ということで、ただいま様式をお配りをさせていただきましたけれども、町長、

また９月の定例議会の方で、中間答申の内容を議会に説明させていただこうと思っておりま

す。中間答申の形式としては、お配りしたような形でいかがかと事務局としては考えており

ます。記書きの内容、「はじめに」というところは、1回目、それから今回の審議の中でご

説明をさせていただいた水道事業の概要であったり、財政状況であったり概略だけを記して

おります。中段に記載しておりますが、「当審議会では、小竹町水道事業の今後の経営等に

ついて諮問を受け、現状把握や財政見通し等を踏まえ、経営健全化の観点から慎重に審議を
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進めております。審議は継続中ではありますが、今後の審議の方向性を定める事項について

先議し、取りまとめを行いましたので、中間答申いたします。」というようにまとめさせて

いただいております。この、「今後の審議の方向性を定める事項」、「先議した事項」とい

うものが、この水道料金の水準の適正性や、改定の必要があるのかないのかというところに

当たります。そして、続く中間答申として空白としておりますけども、これまでの審議を踏

まえて、委員の皆様方に現行の料金水準が適正であるのかを使用実態と合わせてご判断をい

ただき、その結果必要ならば改定などをどのようにしていくのかというところについて、ご

意見を集約いただいたものを答申内容として記載させていただければと思っております。よ

ろしくお願いいたします。 

【会 長】ありがとうございました。答申内容としては空白になっておりますが、そちらに、

本日決定した事項について記載するということになります。まず、中間答申の形式につい

て、何かご質問等ございますか。 

（意見等なし） 

では、この形で中間答申書を作成するというふうに確認することにしたいと思います。それ

では、先ほどから話に出ております中間答申の問題です。中身になりますが、今お話があり

ましたように、現行の料金水準が適正か否かということ、それからもし適正でないというこ

とあるならば、料金改定を今後していくのか、あるいはその他の方法を提案をしていくの

か、そういったことになります。では、全体で議論する前に、今回までの資料を見ていただ

いて、委員の皆さまのお考えがあると思いますので、そのお考えを聞いていきたいと思いま

す。順番にお願いします。 

【委 員】そうですね。現状を確認させていただいたように、他の市町村に比べて、本町の水

道料金は安いというがあるんじゃないかなっていうのは思います。ただ、人口が減っていく

というところも考えますと、やっぱり料金は値上げしていかなくちゃいけないんじゃないか

なっていうのは思います。 

【委 員】自分も，人口が減っていて、このままではどんどん赤字になっていく。ただ、今の

人口でみないと、今後、これを先延ばしにすれば、なおさら後の人の時の負担が大きくなる

んじゃないかなと思います。だから、できるだけ早い段階で、金額はどういうようにとは言

えませんが、改定はした方がいいんじゃないかなと思います。 

【委 員】このままちょっとマイナスの状態が続いていくと、水の供給もできなくなってくる

と思いますので、ちょっと早急に対応が必要かなと思っています。 

【委 員】同じような意見なんですけども、じゃあ実際にどの程度料金改定をすれば経営状況

を維持できるのかという点が一つ課題として残る。それからもう一つは、もちろん公営企業

ですから、独立採算の原則ではあります。ただ、負債を抱えてくる状況になった時に、一般
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会計からの拠出がどの程度可能なのか、全くだめなのか。この辺の確認も必要だと思いま

す。 

【委 員】やっぱり赤字が続いているようですので、水道料金は値上げしてもいいんじゃない

かなと思います。ですが、将来のことを考えるとですね、若い世代としても、少しずつ上げ

ていただくのがベストじゃないかと思います。 

【委 員】小竹に限っての問題じゃないと思うんですよね、どうしてもやっぱり料金を上げる

ところはもう仕方ないと思う。しかし、やっぱり料金、その水道そのものがやっぱりライフ

ラインであって、やっぱり先々のことを考えると、簡単なことではないと思いますけれど

も、今，全国的にも取組が進みつつある、やっぱり手段だというか、単独じゃなく、やっぱ

り近隣市町村との広域化だとか、それとか、水を買うというと語弊があるかもしれませんけ

れども、そういうところも含めて、やっぱり単純に料金改定だけでなくそういうところも検

討すべきじゃないかなと思うんですよね。 

【委 員】２名の委員さんがお話しされたいような内容なんですけど、財政シミュレーション

を見させていただくとですね、「料金改定やむなし」かなと。あと、町民の皆さんにどれだ

け料金を上げるというのを、やっぱり今後の小竹町さんのビジョンとして、先をどのように

やるかっていうのを見据えた上で、料金改定をすることが必要と思われるので、先ほど言わ

れたように広域化もありますし、浄水場をなくして用水供給を受けるとかですね、ここら辺

は今後の考え方なんで、うちも一緒の問題点はあるんですけど、まあこれを見てやっぱり料

金改定はやむを得ないと思いますので、あとは上げ幅と、小竹町さんがどのように今後公営

企業を運営していくか、ビジョンをしっかりと見据えた上で、料金値上げをやっていただく

ような形にするしかないと思います。料金値上げについてはやっていかなきゃいけないと思

います。 

【会 長】ありがとうございました。各委員さんからご意見を頂戴しましたけれども、皆さ

ん、現行の料金水準は適正ではない、やはり厳しいということ、それから、それには水道料

金の改定はやむを得ないという、そういうご意見だと思います。よろしいでしょうか。それ

で、この後、実際に改定する中で、どのぐらいの上げ幅にするのか、あるいは一気に上げる

のか、あるいは段階的に上げていくのかということもあります。それから、どのぐらい先の

ことを考えていくのか、それにはご意見が出ましたけれども、単にその料金を上げるだけで

はなくて、広域でやるとか、いろいろな方策があるという可能性もまた検討していかなくち

ゃいけないということです。 

それから、料金については、その値上げの幅と同時に両方から、例えば、家庭用だけにする

のか、すべて用途を見直していくのか。それから、基本料金の境目ですね。ええ、これも多

分議論になるかと思います。その辺は、事務局の方も多分お考えがあるかと思いますので、

次回以降、具体的な事務局からの提案について、議論をしていければと考えています。それ
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で、今回の中間答申につきましては、先ほど来、お話していますように、料金改定の必要性

の部分ということになりますので、「料金改定止むなし」ということで案を作成していただ

ければと思います。よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。では、この方針について、中間答申までのスケジュール的に

どうなるのか、事務局にお聞きしていいですか。 

【事務局】はい。今、皆さまからご意見をいただきまして、会長にとりまとめていただきまし

た。今後、いただいたご意見をもとに、中間答申の案について、会長と内容の協議を進めさ

せていただいて、そちらを持ち回り等で一度皆さまに見ていただいて調整しまして、中間答

申として、会長から町長の方にご提出いただきたいと考えております。改めて会議は持たず

に、一旦会長と案を作成させていただき、それを皆様に見ていただいて、ご意見をまた反映

させて作っていくという形を取らせていただければとは思っております。 

【会 長】ありがとうございました。事務局から、答申の作成のスケジュール、それから方法

について説明をしていただきました。これについて何かご質問、ご意見いただけますでしょ

うか。 

（意見等なし） 

よろしいですか。そうしましたら、今話がありましたように、事務局で案を作成し、私、会

長は目と通し、確認した上で、皆さまに確認をしていただくというような流れで進んでいき

たいと思います。よろしいですか。 

（異議なし） 

ありがとうございます。では、今日の審議事項につきましては以上になります。 

【事務局】中間答申がまとまりました後に、町長に提出という流れになりますが、その後にで

すね、９月の定例議会の中で、この中間答申については、所管委員会であります文教厚生委

員会の方にご報告をさせていただくこととしております。その際に提出させていただきます

ものといたしましては、この中間答申書の出来上がったもの及び添付する資料を準備するこ

とになりますけれども、そちらにつきましては、1回目と 2回目の審議会の内容から抜粋し

たものに若干説明を付け加えさせていただいた内容になるかと思いますので、そちらについ

てはご了承いただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。（その他、次回の

会議日程について調整） 

～  閉会  １０時１０分   ～ 

 


